
在日本ミャンマー連邦共和国 

特命全権大使トゥレイン・タン・ズィン様 

 

ミャンマーにおける軍事クーデターに抗議し、 

国軍による暴力と人権侵害の即時停止を求めます 

 

                                 2021年 3月 26日 

                              新日本婦人の会 

 会長 米山淳子 

 

 

 

新日本婦人の会は 1962年に創立、国連経済社会理事会との特別協議資格をもつ NGOとし

て、核兵器廃絶、ジェンダー平等、女性・子どもの権利、平和のための世界の女性との連帯を

目的に掲げ活動する女性団体です。 

私たちは、2 月 1 日の軍事クーデター以降ミャンマーで続いている、国軍による市民への

殺傷、人権弾圧に対し、怒りを込めてつよく抗議します。 

総選挙で示された圧倒的な民意を、武力によっておしつぶすやり方は，重大な国際問題で

す。さらに、市民の平和的な抗議行動に対して戦場兵器まで使用し、一部で戒厳令もしいて

暴力的に弾圧をつよめるなかで日々、死傷者が増えています。人権団体「政治犯支援協会」

（AAPP）の発表では警察や軍の弾圧による死者は確認されただけで 275人、25歳以下は 120

人近くにのぼり、3月 23日には第 2の都市マンダレーで 7歳の少女まで射殺されるなど、子

どもたちや若者が犠牲になっていることに、国際的な批判が高まっています。非武装の市民

を殺傷する残虐な行為は絶対に許されません。 

市民の抗議は公務員も参加するゼネストや、経済、社会機能を麻痺させる「沈黙のスト」

など全土にひろがり、クーデターを認めず軍の暴挙に屈しないという市民の意思は明らかで

す。私たちは、軍政に反対し、民主主義を守り抜こうとたたかうミャンマー市民に連帯しま

す。 

 国連安全保障理事会は「女性、青年、子どもを含む平和的な抗議参加者に対する暴力を強

く非難する」との議長声明を全会一致で採択し、東南アジア諸国連合も「法の支配、民主主

義、人権尊重」の順守と「全当事者が参加する平和的解決」へ努力を続けています。私たち

は、ミャンマー国軍に対し、武力弾圧をただちに中止し、拘束した人々を解放するとともに、

ミャンマー市民の意思を尊重し、国民民主連盟政権への原状復帰をおこなうよう、つよく求

めます。 
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